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数学Ｂ 第４章 確率分布と統計的な推測 

第１節 確率分布 

 １限目 Ｐ１０８～Ｐ１０９ 確率変数と確率分布 

 ２限目 Ｐ１１０～Ｐ１１２ 確率変数の期待値 

 ３限目 Ｐ１１３～Ｐ１１４ 確率変数の分散と標準偏差（１） 

 ４限目 Ｐ１１５～Ｐ１１６ 確率変数の分散と標準偏差（２） 

 ５限目 Ｐ１１７～Ｐ１１９ 確率変数の和の期待値 

 ６限目 Ｐ１２０～Ｐ１２２ 独立な確率変数の積の期待値，和の分散 

 ７限目 Ｐ１２３～Ｐ１２６ 二項分布 

 ８限目 Ｐ１２７～Ｐ１３１ 正規分布 

 ９限目 Ｐ１３２      正規分布の応用 

 １０限目 Ｐ１３３～Ｐ１３４ 二項分布の正規分布による近似 

 １１限目 Ｐ１３６      補充問題 

第２節 統計的な推測 

 １限目 Ｐ１３７～Ｐ１４０ 母集団と母平均，母標準偏差 

 ２限目 Ｐ１４１～Ｐ１４２ 標本平均の期待値と標準偏差 

 ３限目 Ｐ１４３      標本平均と正規分布 

 ４限目 Ｐ１４４～Ｐ１４５ 標本比率と正規分布 

 ５限目 Ｐ１４６～Ｐ１４７ 母平均の推定 

 ６限目 Ｐ１４８～Ｐ１４９ 母比率の推定 

 ７限目 Ｐ１５０      補充問題 

 ８限目 Ｐ１５１      章末問題Ａ 

 ９限目 Ｐ１５２      章末問題Ｂ 
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第１節 確率分布 練習問題 解答 

練習１  

  Ｙのとりうる値は ０，１，２，３，４，５ であり，Ｙの確率分布は下の表のとおり。 
 

Ｙ ０ １ ２ ３ ４ ５ 計 

Ｐ 
36

6
 

36

10
 

36

8
 

36

6
 

36

4
 

36

2
 １ 

 

  よって， (1 )P Y≦ ≦3 ＝
36

10
＋

36

8
＋

36

6
＝

24

36
＝

2

3
 

 

練習２  

  Ｙのとりうる値は ２，３ であり， 

  )2( YP ＝
45

2322

C

CC 
＝

5

3
， )3( YP ＝

45

3312

C

CC 
＝

5

2
 

  よって，Ｙの確率分布は右の表のとおり。 
 

練習３ 

（１） )(XE ＝ )1122113104958675645342312(
36

1
 ＝

36

252
＝７ 

（２） )(XE ＝ )3261(
10

1
 ＝

10

12
＝

5

6
 

 

練習４ 

（１） )2( XE ＝ 2)( XE ＝ 2
2

7
 ＝

2

11
 

（２） )14( XE ＝ 1)(4 XE ＝ 1
2

7
4  ＝１３ 

（３） )3( XE  ＝ )(3 XE ＝
2

7
3  ＝

2

21
  

 

練習５  

  Ｘのとりうる値は ０，１，２ であり，Ｘの確率分布は 

  右の表のとおりであるから， 

  )( 2XE ＝ )1221(
4

1 22  ＝
4

6
＝

2

3
 

 

練習６  

  Ｘの確率分布は右の表のとおりであるから， 

  )(XE ＝ )3261(
10

1
 ＝

10

12
＝

5

6
 より， 

  )(XV ＝






































 3

5

4
6

5

1
1

5

6

10

1
222

 

     ＝
25

90

10

1
 ＝

25

9
 

 

Ｙ ２ ３ 計 

Ｐ 
5

3
 

5

2
 １ 

Ｘ ０ １ ２ 計 

Ｐ 
4

1
 

4

2
 

4

1
 １ 

Ｘ ０ １ ２ 計 

Ｐ 
10

1
 

10

6
 

10

3
 １ 
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練習７  

  Ｘの確率分布は右の表のとおりであるから， 

  )(XE ＝ )3261(
10

1
 ＝

10

12
＝

5

6
 

  )( 2XE ＝ )3261(
10

1 22  ＝
10

18
＝

5

9
 より， 

  )(XV ＝ )( 2XE － 2})({ XE ＝
5

9
－

2

5

6








＝

5

9
－

25

36
＝

25

9
 

 

練習８  

   Ｘの確率分布は右の表のとおりであるから， 

（１） )(XE ＝ )1221(
6

1
 ＝

6

4
＝

3

2
 

   )( 2XE ＝ )1221(
6

1 22  ＝
6

6
＝１ より， 

   )(XV ＝ )( 2XE －
2})({ XE ＝１－

2

3

2








＝１－

9

4
＝

9

5
 

（２） )(X ＝ )(XV ＝
9

5
＝

3

5
 

 

練習９  

  １個のさいころを投げて出る目をＸとすると， 

  )(XE ＝
2

7
， )(XV ＝

12

35
， )(X ＝

6

105
 であるから， 

（１）Ｙ＝Ｘ＋４ のとき， 

   )(YE ＝ )(XE ＋４＝
2

15
， )(YV ＝ )(XV ＝

12

35
， )(Y ＝ )(X ＝

6

105
 

（２）Ｙ＝－２Ｘ のとき， 

   )(YE ＝ )(2 XE ＝－７， )(YV ＝ )(4 XV ＝
3

35
， )(Y ＝ )(2 X ＝

3

105
 

（３）Ｙ＝３Ｘ－２ のとき， 

   )(YE ＝ 2)(3 XE ＝
2

17
， )(YV ＝ )(9 XV ＝

4

105
， )(Y ＝ )(3 X ＝

2

105
 

 

練習１０ 

 

 

 

 

  )(XE ＝ )531(
3

1
 ＝３，  )(YE ＝ )642(

3

1
 ＝４ より， 

   )( YXE  ＝ )(XE ＋ )(YE ＝３＋４＝７ 

 

Ｘ ０ １ ２ 計 

Ｐ 
10

1
 

10

6
 

10

3
 １ 

Ｘ ０ １ ２ 計 

Ｐ 
6

3
 

6

2
 

6

1
 １ 

Ｘ １ ３ ５ 計 

Ｐ 
3

1
 

3

1
 

3

1
 １ 

Ｙ ２ ４ ６ 計 

Ｐ 
3

1
 

3

1
 

3

1
 １ 
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練習１１  

  確率変数Ｘの確率分布は，右の表のとおりなので， 

  )(XE ＝ )10(
2

1
 ＝

2

1
，同様に， )(YE ＝ )(ZE ＝

2

1
 

  よって， )( ZYXE  ＝ )(XE ＋ )(YE ＋ )(ZE ＝
2

3
 

 

練習１２  

  １回目にさいころを投げて出る目をＸ，２回目にさいころを投げて出る目をＹとすると， 

  )(XE ＝
2

7
， )(YE ＝

2

7
 であるから， 

  )510( YXE  ＝ )(10 XE ＋ )(5 YE ＝ )510(
2

7
 ＝

2

105
 

 

練習１３ 

 

 

 

 

  )(XE ＝ )1321(
3

1
 ＝

3

5
，  )(YE ＝ )1442(

5

1
 ＝

5

12
 より， 

   )( YXE ＝ )(XE )(YE ＝
3

5
･

5

12
＝４ 

 

練習１４ 

（１） )( 2XE ＝
2 21

(1 2 3 1)
3

   ＝
3

11
 より， )(XV ＝ )( 2XE －

2})({ XE ＝
3

11
－

2

3

5








＝

9

8
 

  )( 2YE ＝ )1442(
5

1 22  ＝
5

32
 より， )(YV ＝ )( 2YE －

2})({ YE ＝
5

32
－

2

5

12








＝

25

16
 

  よって， )( YXV  ＝ )(XV ＋ )(YV ＝
9

8
＋

25

16
＝

225

344
 

（２） )( YX  ＝ )( YXV  ＝
225

344
＝

15

344
＝

15

862
 

 

練習１５ 

  大，中，小のさいころを投げて出た目をそれぞれ，Ｘ，Ｙ，Ｚ とすると，Ｘ，Ｙ，Ｚ は 

  互いに独立で， )(XE ＝ )(YE ＝ )(ZE ＝
2

7
， )(XV ＝ )(YV ＝ )(ZV ＝

12

35
 であるから， 

（１） )( ZYXE ＝ )(XE )(YE )(ZE ＝

3

2

7








＝

8

343
 

（２） )( ZYXV  ＝ )(XV ＋ )(YV ＋ )(ZV ＝ 3
12

35
 ＝

4

35
 

 

 

Ｘ ０ １ 計 

Ｐ 
2

1
 

2

1
 １ 

Ｘ １ ３ 計 

Ｐ 
3

2
 

3

1
 １ 

Ｙ ２ ４ 計 

Ｐ 
5

4
 

5

1
 １ 
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練習１６ 

  )0( XP ＝

5

05
3

2








C ＝

243

32
 

  )1( XP ＝

4

15
3

2

3

1
















C ＝

243

80
 

  )2( XP ＝

32

25
3

2

3

1
















C ＝

243

80
， )3( XP ＝

23

35
3

2

3

1
















C ＝

243

40
 

  )4( XP ＝ 
















3

2

3

1
4

45C ＝
243

10
， )5( XP ＝

5

55
3

1








C ＝

243

1
 より，

1
(5 , )

3
B  に従う。 

  また， )42( ≦≦ XP ＝
243

80
＋

243

40
＋

243

10
＝

243

031
 

 

練習１７ 

  確率変数Ｘが二項分布 








3

2
,9B  に従うとき， 

  )(XE ＝
3

2
9  ＝６， )(XV ＝

3

1

3

2
9  ＝２， )(X ＝ 2  

 

練習１８ 

  １個のさいころを１００回投げて偶数の目が出る回数Ｘは，二項分布 








2

1
,100B  に従うので， 

  )(XE ＝
2

1
100  ＝５０， )(XV ＝

2

1

2

1
100  ＝２５， )(X ＝５ 

 

練習１９  

（１） )5.00( ≦≦ XP ＝ 
5.0

0
dxx ＝

5.0

0

2

2







 x
＝0.125 

（２） )21( ≦≦ XP ＝ 
2

1
5.0 dxx ＝

2

1

2

4







 x
＝0.75 

 

練習２０ 

  m ＝２， ＝３ 
 

練習２１ 

（１） )22( ≦≦ZP  ＝２× )20( ≦≦ZP ＝２×0.4772＝0.9544 

（２） )21( ≦≦ZP ＝ )20( ≦≦ZP － )10( ≦≦ZP ＝0.4772－0.3413＝0.1359 

 

練習２２  

  Ｘが正規分布 )5,2( 2N  に従うとき，Ｚ＝
5

2X
 は標準正規分布 )1,0(N  に従う。 

（１） )122( ≦≦ XP ＝ )20( ≦≦ZP ＝0.4772 

（２） )50( ≦≦ XP ＝ )6.04.0( ≦≦ZP  ＝ )4.00( ≦≦ZP ＋ )6.00( ≦≦ZP  

          ＝0.1554＋0.2257＝0.3811 

 

Ｘ ０ １ ２ ３ ４ ５ 計 

Ｐ 
243

32
 

243

80
 

243

80
 

243

40
 

243

10
 

243

1
 １ 
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練習２３  

  Ｘが正規分布 )4.5,5.170( 2N  に従うとき，Ｚ＝
4.5

5.170X
 は標準正規分布 )1,0(N  に従う。 

（１） )180( ≧XP ＝ )76.1( ≧ZP ＝0.5－ )76.10( ≦≦ZP ＝0.5－0.4608＝0.0392 より，約４％ 

（２） )88.10( ≦≦ZP ＝0.4699 より， 

   )88.14.55.170( ≧XP ＝ )88.1( ≧ZP ＝0.5－0.4699＝0.0301 

   )65.180( ≧XP ＝0.0301  よって，１８０．７ｃｍ 

（３） )170165( ≦≦ XP ＝ )1..01(  ≦≦ZP ＝ )10( ≦≦ZP － )1.00( ≦≦ZP  

            ＝0.3413－0.0398＝0.3115 より，約３０％ 
 

練習２４  

  １個のさいころを１８０回投げて１の目が出る回数Ｘは，二項分布 








6

1
,180B  に従うので， 

  )(XE ＝
6

1
180  ＝３０， )(XV ＝

6

5

6

1
180  ＝２５ 

  回数１８０は十分大きいので，Ｘは正規分布 )5,30( 2N  に従うと考えてよい。よって， 

  Ｚ＝
5

30X
 は標準正規分布 )1,0(N  に従う。 

  したがって， )4520( ≦≦ XP ＝ )32( ≦≦ZP  ＝ )20( ≦≦ZP ＋ )30( ≦≦ZP  

                ＝0.4772＋0.49865＝0.97585 

 

第１節 確率分布 補充問題 解答 
 

１．  

  )(XE ＝m ， )(X ＝  のとき，Ｙ＝


mX 
＝



m
X 

1
 とおくと， 

  )(YE ＝


m
XE )(

1
＝



mm
 ＝０， )(Y ＝ )(

1
X


＝



＝１ 

２． 

  １枚の硬貨を４００回投げて表が出る回数Ｘは，二項分布 








2

1
,400B  に従うので， 

  )(XE ＝
2

1
400 ＝２００， )(XV ＝

2

1

2

1
400  ＝１００ 

  回数４００は十分大きいので，Ｘは正規分布 )10,200( 2N  に従うと考えてよい。よって， 

  Ｚ＝
10

200X
 は標準正規分布 )1,0(N  に従う。このとき， 

  
2

1

400


X
≦0.05 つまり， |200| X ≦２０ となる確率は， 

  )220180( ≦≦ XP ＝ )22( ≦≦ZP  ＝２× )20( ≦≦ZP ＝２×0.4772＝0.9544 
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第２節 統計的な推測 練習問題 解答 

練習２５ 省略 

 

練習２６ 5100C  
 

練習２７  

  母集団分布は，右の表のとおり。 

  母平均をm ，母標準偏差をσ とおくと， 

  m ＝ )25642436221(
40

1
 ＝

40

120
＝３ 

  
2 ＝ }2)35(6)34(24)33(6)32(2)31({

40

1 22222  ＝
40

28
＝

10

7
 より， 

  σ＝
10

7
＝

10

70
 

 

練習２８  

  母平均m ＝１７０，母標準偏差をσ＝８ の十分大きい母集団から取り出した，大きさ１６の 

  標本の標本平均 X  について， 

  )(XE ＝m ＝１７０， )(X ＝
16


＝

4

8
＝２ 

 

練習２９  

  母平均m ＝５０，母標準偏差をσ＝２０ の十分大きい母集団から取り出した，大きさ４００の 

  標本の標本平均 X  について， 

  )(XE ＝m ＝５０， )(X ＝
400


＝

20

20
＝１ であるが，標本の大きさ４００は十分大きい 

  ので， X  は近似的に正規分布 )1,50( 2N  に従う。よって，Ｚ＝ X －５０ は標準正規分布 

  )1,0(N  に従うので， 

  )48( ≦XP ＝ )2( ≦ZP ＝0.5－ )20( ≦≦ZP ＝0.5－0.4772＝0.0228 
 

練習３０  

  １回につき事象が起きる確率が p  の試行を n  回行ったとき，事象が起きた回数Ｘは，n  が 

  十分大きければ，近似的に正規分布 ),( npqnpN  に従う。よって，事象が起きる相対度数 

  Ｒ＝
n

X
 は，近似的に正規分布 ),(

n

pq
pN  に従う。 

  よって，１枚の硬貨を n  回投げるとき， p ＝q＝
2

1
 より，表が出る相対度数Ｒは，近似的に 

  正規分布 )
4

1
,

2

1
(

n
N  に従う。 

（１） n＝１００ のとき，Ｒは正規分布 )
400

1
,

2

1
(N  に従うので， 

   







 0.05

2

1
≦RP ＝ 










20

1

2

1
≦RP ＝ )1|(| ≦ZP ＝２× )10( ≦≦ZP ＝２×0.3413＝0.6826 

 

Ｘ １ ２ ３ ４ ５ 計 

Ｐ 
40

2
 

40

6
 

40

24
 

40

6
 

40

2
 １ 
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（２） n＝４００ のとき，Ｒは正規分布 )
1600

1
,

2

1
(N  に従うので， 

   







 0.05

2

1
≦RP ＝ 








 2

40

1

2

1
≦RP ＝ )2|(| ≦ZP ＝２× )20( ≦≦ZP ＝２×0.4772＝0.9544 

（３） n＝９００ のとき，Ｒは正規分布 )
3600

1
,

2

1
(N  に従うので， 

   







 0.05

2

1
≦RP ＝ 








 3

60

1

2

1
≦RP ＝ )3|(| ≦ZP ＝２× )30( ≦≦ZP ＝２×0.49865＝0.9973 

 

練習３１  

  母平均をm ，母標準偏差をσとする。母集団から１００個を無作為抽出したときの標本平均を X  と 

  すると， X  は正規分布 )
100

,(
2

mN  に従うと考えてよいので， X  の信頼度９５％の信頼区間は， 

  









100
96.1

100
96.1


mXmP ≦≦ ＝0.95 であり，ここから， 

  









100
96.1

100
96.1


XmXP ≦≦ ＝0.95 である。 

  ここで， X ＝１０３．４ であり，母標準偏差σの代わりに，標本標準偏差ｓ＝１．５ を用いて 

  よいので，σ＝１．５ とすると，母平均m  の信頼度９５％の信頼区間は， 

  
10

5.1
96.14.103

10

5.1
96.14.103  ≦≦m  すなわち，103.1≦m ≦103.7 である。 

 

練習３２  

  １回につき事象が起きる確率（母比率） p  の試行を n  回行ったとき，事象が起きた回数Ｘは，n   

  が十分大きければ，近似的に正規分布 ),( npqnpN  に従う。よって，事象が起きる相対度数 

  Ｒ＝
n

X
 は，近似的に正規分布 ),(

n

pq
pN  に従う。ここで，

n

pq
 において，母比率 p  の 

  代わりに，標本比率Ｒを用いると，標本比率Ｒ の信頼度９５％の信頼区間は， 

  












 





n

RR
pR

n

RR
pP

)1(
96.1

)1(
96.1 ≦≦ ＝0.95 であり，ここから， 

  












 





n

RR
Rp

n

RR
RP

)1(
96.1

)1(
96.1 ≦≦ ＝0.95 である。 

  ここで， n＝９００，Ｒ＝
900

324
＝

25

9
 より，母比率 p  の信頼度９５％の信頼区間は， 

  
25

16

25

9

900

1
96.1

25

9

25

16

25

9

900

1
96.1

25

9
 ≦≦ p  すなわち， 

  0.36－1.96×0.016≦ p ≦0.36＋1.96×0.016 

  0.329≦ p ≦0.391 
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第２節 統計的な推測 補充問題 解答 

３．  

  確率変数 3021 XXX    は，二項分布 )
6

1
,30(B  に従うので， 

  )( 3021 XXXE   ＝
6

1
30  ＝５， )( 3021 XXX   ＝

6

5

6

1
30  ＝

6

5
 

 よって， X ＝ )(
30

1
3021 XXX    とおくと， 

  よって， )(XE ＝
30

5
＝

6

1
， )(X ＝

630

5
＝

66

1
 

４． 

 )58.20( ≦≦ZP ＝0.4951 であるから， 

  )|(| aZP ≦ ＝0.99 となるとき， a＝2.58 
 

第２章 確率分布と統計的な推測 章末問題 解答 
 

１． 

（１） )0( XP ＝
48

45

C

C
＝

70

5
＝

14

1
 

  )1( XP ＝
48

3513

C

CC 
＝

70

30
＝

14

6
 

   )2( XP ＝
48

2523

C

CC 
＝

70

30
＝

14

6
， )3( XP ＝

48

1533

C

CC 
＝

70

5
＝

14

1
 より， 

   )(XE ＝ )136261(
14

1
 ＝

14

21
＝

2

3
 

   )( 2XE ＝ )136261(
14

1 222  ＝
14

39
 であるから， 

   )(XV ＝ )( 2XE －
2})({ XE ＝

14

39
－

2

2

3








＝

14

39
－

4

9
＝

28

15
 

（２）Ｙ は二項分布 )
8

3
,4(B  に従うので， )(YE ＝

8

3
4  ＝

2

3
， )(YV ＝

8

5

8

3
4  ＝

16

15
 

２． 

  発芽率が８０％の種子を４００個まいたとき，発芽する個数をＸとすると，Ｘは二項分布 

  )
5

4
,400(B  に従うので， )(XE ＝

5

4
400 ＝３２０， )(X ＝

5

1

5

4
400  ＝８ 

３． 

  )||( kmXP  ＝ )||( kZP  ＝１－２ )0( kZP ≦≦  より， 

（１）１－２ )0( kZP ≦≦ ＝0.006 とおくと， )0( kZP ≦≦ ＝0.497 より， k ＝2.76 

（２）１－２ )0( kZP ≦≦ ＝0.242 とおくと， )0( kZP ≦≦ ＝0.379 より， k ＝1.17 

 

 

Ｘ ０ １ ２ ３ 計 

Ｐ 
14

1
 

14

6
 

14

6
 

14

1
 １ 
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４．  

  この製品２５００個中に含まれる不良品の個数Ｘは，二項分布 )
50

1
,2500(B  に従うので， 

  )(XE ＝
50

1
2500 ＝５０， )(XV ＝

50

49

50

1
2500  ＝４９ 

 ２５００ は十分に大きい数なので，Ｘは正規分布 )7,50( 2N  に従うと考えてよい。このとき， 

  )36( ≦XP ＝ )2( ≦ZP ＝0.5－ )20( ≦≦ZP ＝0.5－0.4772＝0.0228 

５． 

  この試験の成績を表す確率変数Ｘは，正規分布 )8,62( 2N  に従うので， 

  )862( kXP ≧ ＝ )( kZP ≧ ＝0.5－ )0( kZP ≦≦ ＝0.1 とおくと， 

)0( kZP ≦≦ ＝0.4 より， k ＝1.28 

よって， k862 ＝72.24 より，７３点以上 

６．  

  求める視聴率を p  とする。モニターＴＶによる調査を n  回行ったとき，当該番組が視聴された 

  回数Ｘは， n  が十分大きければ，近似的に正規分布 ),( npqnpN  に従う。よって，事象が起きる 

  相対度数 Ｒ＝
n

X
 は，近似的に正規分布 ),(

n

pq
pN  に従う。ここで，

n

pq
 において，視聴率 p  

  の代わりに，標本比率Ｒを用いると，標本比率Ｒ の信頼度９５％の信頼区間は， 

  












 





n

RR
pR

n

RR
pP

)1(
96.1

)1(
96.1 ≦≦ ＝0.95 であり，ここから， 

  












 





n

RR
Rp

n

RR
RP

)1(
96.1

)1(
96.1 ≦≦ ＝0.95 である。 

  ここで， n＝６２５，Ｒ＝
625

125
＝

5

1
 より，視聴率 p  の信頼度９５％の信頼区間は， 

  
5

4

5

1

625

1
96.1

5

1

5

4

5

1

625

1
96.1

5

1
 ≦≦ p  すなわち， 

  0.2－1.96×0.016≦ p ≦0.2＋1.96×0.016 

  0.169≦ p ≦0.231 
 

７．  

（１）１枚の硬貨を６回投げて，表が出た回数をＹとすると，Ｙは二項分布 )
2

1
,6(B  に従う。 

 

 

 
 

   Ｘ＝Ｙ－(６－Ｙ)＝２Ｙ－６ であるから，Ｘの確率分布は下のとおり。 

 

 

 

 

Ｙ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ 計 

Ｐ 
64

1
 

64

6
 

64

15
 

64

20
 

64

15
 

64

6
 

64

1
 １ 

Ｘ －６ －４ －２ ０ ２ ４ ６ 計 

Ｐ 
64

1
 

64

6
 

64

15
 

64

20
 

64

15
 

64

6
 

64

1
 １ 
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（２）（１）において， )(YE ＝
2

1
6  ＝３， )(Y ＝

2

1

2

1
6  ＝

2

6
 より， 

   )(XE ＝ )62( YE ＝ 6)(2 YE ＝０， )(X ＝ )62( Y ＝ )(2 Y ＝ 6  
 

８．  

  確率変数Ｘ＝ 4321 XXXX   は，二項分布 )
3

1
,4(B  に従うので， 

  )(XE ＝
3

1
4  ＝

3

4
， )(XV ＝

3

2

3

1
4  ＝

9

8
， )(X ＝

3

22
 

９．  

  この試験の成績を表す確率変数Ｘは，正規分布 )72,285( 2N  に従うので， 

  )72285( kXP ≧ ＝ )( kZP ≧ ＝0.5－ )0( kZP ≦≦ ＝
2600

400
≒0.154 とおくと， 

)0( kZP ≦≦ ≒0.346 より， k ＝1.02 

よって， k72285 ＝358.44 より，３５９点以上 

 

１０．  

  １９００個の商品に含まれる模造品の数をＸとすると，Ｘは二項分布 )
20

1
,1900(B  に従うので， 

  )(XE ＝
20

1
1900 ＝９５， )(X ＝

20

19

20

1
1900  ＝

2

19
 

ここで，１９００個の商品に含まれる模造品の率 Ｒ＝
1900

X
 であるから， 

)(RE ＝
1900

)(XE
＝

20

1
＝0.05 ， )(R ＝

1900

)(X
＝

200

1
＝0.005 

よって， )065.0035.0( ≦≦RP ＝ 








200

1
3

20

1

200

1
3

20

1
≦≦RP ＝ )33( ≦≦ZP   

                 ＝２× )30( ≦≦ZP ＝２×0.69865＝0.9973 
 

１１．  

  高校２年生の男子の母集団について，その身長の母平均m ＝１７０，母標準偏差σ＝４ である。 

  この母集団から抽出した６４人の身長の標本平均を X  とすると， 

  )(XE ＝m ＝１７０， )(X ＝
64


＝

2

1
 であるから， 

  )171169( ≦≦XP ＝ 








2

1
2170

2

1
2170 ≦≦ XP ＝ )22( ≦≦ZP   

           ＝２× )20( ≦≦ZP ＝２×0.4772＝0.9544 
 


